
豪 

 

 

 

 

 

 
 

中学時代はキャリアを積み重ねる将来ための基礎づくり期 

～進路検討は 3 年計画で進めていきましょう～ 

熊谷市立熊谷東中学校長 伊藤 幸男 

年の瀬を迎え、3 年生にとってはいよいよ「受験の季節」本番に入りました。学校説明会や事前

相談を経て、私立高校受験に関しては、インターネット出願も始まったようです。夏季休業以降、

ほとんどの 3 年生は、自分が希望する進路選択をできるよう、学力のうちでもとりわけ「知力」の

向上を目指し、努力を積み重ねてきました。「熊谷市中三テスト」や業者テスト（北辰テスト等）も

数多く受けてきました。順調に成績を上げ、準備もほぼ万全だという生徒もいれば、なかなか思う

ように成績が伸びず、迷い、悩みながら毎日机に向かっている生徒もいます。しかし、両者に共通

してアドバイスできることは、最後の一瞬まで寸暇を惜しんで努力の積み重ねを継続していくとい

うことです。残り約 2 カ月、健康に十分注意しながら、ぜひもうひと踏ん張り頑張ってください。

ラストスパートです。 

さて、「進路」というと 3 年生ばかりに焦点がいってしまいますが、1 年生や 2 年生でも「進路」

についての学習は既に始まっています。 

右のワークシートは、学級活動の進路 

指導の時間に、2 年生を対象に用いられ 

るものの代表のようなものです。 

小学校や中学校は義務教育であり、現 

在住んでいる所で学区が決まり、どこの 

小中学校へ通うのかは基本的には決めら 

れています。しかし、高校へ行くかどう 

かは、生徒個人や家庭の考えによって決 

めることができます。昨年度の熊谷東中 

の先輩の進路先は、約 3 割は市内の公立 

高校、約 3 割が県内外の私立高校、そし 

て残り約 4 割が市外の公立高校という状 

況でした。 

 このワークシートの例のように、学校 

では 1，2 年生のうちから進路指導計画 

に沿って授業が行われていますが、ご家 

庭におかれましても、保護者の方やお兄 

さんやお姉さんを交えながら、中学校卒 

業後の進路を話題にあげていただき、話 

し合いの機会をぜひ多く持っていただけますようお願いいたします。 

 コロナ禍の中、学校運営において、本年もご協力いただき大変ありがとうございました。 

どうぞよいお年をお迎えください。 

＜学校教育目標＞ 

      心豊かな生徒 

主体的に学び、考える生徒 

たくましく生きる生徒 

東雲 

熊谷東中学校だより 
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号 

志高く 
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＜目指す学校像＞ 
生徒が「日本一だ」と誇りをもって 

卒業することができる学校 



 

 

 

 

 

 １１月３０日（火）でしたが、東レアローズ男子 

バレーボール部ジェネラルマネージャーの小林敦様 

をお迎えし、ご自身がバレーボールから学んだ３つ 

のヒントについて、話していただきました。３年生 

のみ対面で行い、１，２年生は教室にてオンライン 

で講演会を実施しました。 

 

 

※これまでの上位入賞を紹介します。 

男女ソフトテニス団体は２５日（土）に実施予定です。 

★男子バレー…優勝  ★ソフトボール…準優勝 

★女子バレー…３位  ★ラグビー…３位 

★卓球団体…男子３位、女子３位  ★剣道団体…女子３位 個人…２年女子優勝 

★柔道個人…１年男子準優勝、２年女子準優勝、２年男子３位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  熊谷特別支援学校の生徒とはオン

ラインで、深谷はばたき特別支援学校

の生徒とは音楽の時間において交流

会を実施し、お互いの理解を深めてい

きました。今後も継続して取り組んで

いきます。 

 

 

ふれあい講演会 

新人市予選会代替大会 

特別支援学校交流会 


